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＜キーワード＞
暴力，暴言，ハラスメント，介護現場のハラスメント
＜要　　　約＞
　本論文では、介護現場における利用者や利用者家族から受けるハラスメントについての文
献調査を行った。パワー・ハラスメント、セクシャル・ハラスメント、モラル・ハラスメン
トの先行研究を基にそれぞれの定義づけを行う事ができた。パワー・ハラスメントは、上司
から部下へ、同僚間、部下から上司などある一定の人同士で、企業の中等一定の組織の中で
行われる行為として定義されており、加害者が被害者へ、暴力や暴言、無視や仲間外しなど
の精神的な嫌がらせ行為をすることをパワー・ハラスメントと定義されていた。セクシャル・
ハラスメントに関しては、直接的に性的に嫌がらせ行為を行う事と同時に性的な言動が行わ
れることによって、職場環境が侵害されることと定義されていた。そして、嫌がらせ行為は
支配従属関係や、上下関係にある人間関係で生じやすく力のある者から力のない者へ行われ
ることが指摘されていた。モラル・ハラスメントは、身振り、言葉、態度などを通して心身
に損害を与え、職場の雰囲気を悪化させることとして定義されており、モラル・ハラスメン
トに関しては、上下関係や、弱い者を助けたいといった思いから生じやすいとされていた。
これらの各ハラスメントを通して、各ハラスメントについて定義づけを行った。
* 大妻女子大学　人間関係学部　人間福祉学科
介護現場におけるハラスメントの整理
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１．はじめに
　近年，日本で介護職員に対するハラスメントや，
暴力・暴言に対する声が上がり始めており，介護
職員の労働組合である日本介護クラフトユニオン
（NCCU）を中心に介護職員が受けるハラスメント
被害を訴える声が挙がっている。同時に厚生労働
省は平成 30 年度中に，労働環境の改善と職員を
集めるために，介護事業者に向けて，防止策や被
害の際の対応マニュアルの作成を掲げている 1）。
しかしこの記事では，どういったハラスメントに
対して，どの様なマニュアルの作成が行われるの
かは明らかにされていない。また現在わが国では，
障害者の虐待の防止・障害者の養護者に対する支
援等に関する法律，高齢者虐待の防止，高齢者の
養護者に対する支援等に関する法律，児童虐待の
防止等に関する法律に定められている通り，養護
者や使用者，保護者，施設従事者による高齢者や
障害者，児童などに対する虐待の防止に関する定
めはなされており，国や地方公共団体，国民に対
しての責務が明確化され，その罰則が明らかにさ
れているが，逆に職員や介護従事者が利用者や，
利用者家族などから受けるハラスメントへの対応
策や法基準などは明確に定められていない。この
ように，利用者や支援対象者に対する人権保障や
尊厳の保持を目的とした法律の整備はなされてい
るものの，介護者に対しての人権保障や尊厳の保
持を目的とした法整備が整っているとは言えない
状況である。その様な状況で，これまで日本では
声が挙がるまでは，介護者に対するハラスメント
はなかったと言えるのであろうか。
　欧州連合の一機構の「欧州生活・労働条件改善
機構」によって行われている「ヨーロッパ労働条
件実態調査」のハラスメントに関する調査におい
て，医療関係の現場ではハラスメントが多く，医
療関係の労働組合である医労連（日本医療労働組
合連合会）が実施した「看護職員の労働実態調査」
において，ハラスメントを受けた経験に関しては，
セクハラが回答者の 12.7％，パワハラが 26.7％と
回答しており，同じく労働組合である，自治労（全
日本自治団体労働組合）の「パワー・ハラスメン
ト実態調査」（2010 年）の「過去 3 年間でパワー・
ハラスメントを受けたことがある人」の 21.9％の
現状に比べると医療現場ではハラスメント被害が
多いことが明らかになっている。さらに，この調
査では，ハラスメントを受けた相手として，セク
シャル・ハラスメントは患者からが 72.4％，医師
からが 24.2％，パワー・ハラスメントが看護部門
の上司からが 55.2％，医師からが 44.3％，患者か
らが 17.9％となっており，職場内での被害は同僚
と同時に，ケアの対象者であるはずの患者からも
被害を受けていることが明らかになっている 2）。
　日本の状況として，日本看護協会は保健医療福
祉施設における暴力対策指針を提起している。そ
の中で，基本的人権の尊重と看護者が労働者とし
て権利を尊重されるべきであることを述べてい
る。また，保健医療福祉施設での暴力は，看護者
の心身に影響を与え，安全で質の高い看護の提供
を阻害するものであると述べている。さらに，看
護におけるリスクマネジメントを加害者の責任を
追及するのみではなく，暴力の予防，暴力の被害
を最小限に留め，再発防止に組織的に取り組む事
が重要であるとの見解を示している。また，市川
らは，施設での暴力の発生状況について調査を
行っており，施設内暴力の実態と，その原因，と
対処について述べられている。そして，訪問介護
職員が利用者から受ける様々なハラスメントにつ
いて定義，調査を行っており，訪問介護職員の受
けるハラスメントを定義しており，篠崎はそれを，
ケア・ハラスメントとしている 3,4）。このように，
ハラスメントの現状把握や理解は進められている
が，介護現場におけるハラスメント対応に関して
は，各事業所の対応に任されており，具体的な対
応策や，ガイドラインとなるものは存在しない。
そこで本研究では，介護業界に限らず，各職種で
問題となっているハラスメントに関する資料を基
に，介護業界におけるハラスメントの現状を概観
し，ハラスメントの整理を行うことを目的とする。
２．目的
　本研究では，現在社会で問題となっているハラ
スメントから，保健福祉現場で問題となっている
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ハラスメントまで先行研究を基に概観し，介護現
場におけるハラスメントの整理を行うことを目的
とする。
３．調査方法
　本研究では，現在日本国内で発行されている文
献と，医中誌 Web，サイニーから調査を行った。
検索用語は「介護」「看護」「精神科」「ハラスメ
ント」をそれぞれ掛け合わせて検索を行った。
４．倫理的配慮
　本研究は，文献調査による概要の整理を行う事
を目的としているが，文献や論文から参考・引用
する場合は，参考・引用元の内容をゆがめないよ
う慎重におこなった。
５．結果
　今回文献検索を行った結果から，福祉，教育，
一般企業なども含めたハラスメントが問題とされ
る現場についての現状について先行研究をもとに
概観する（表 1）。
介護×ハラスメント 55 件
看護×ハラスメント 315 件
精神科×ハラスメント 63 件
表１　文献検索結果
ハラスメント分類
　現在わが国では，ハラスメントに対する様々な
分類がなされている。メディアで取り上げられて
いるものを含めると 30 以上のハラスメントが存
在するといわれている（表 2）。
名称 略称 内容
パワー・ハラスメント パワハラ 職務権限など優越的な地位を背景にした部下への嫌がらせ行為
セクシャル・ハラスメント セクハラ 性的な言動による嫌がらせ行為
マタニティ・ハラスメント マタハラ 妊娠・出産に関連した不利益な取り扱い
マリッジ・ハラスメント マリハラ 未婚女性に対する結婚を話題とする言動。独身ハラスメント
パタニティ・ハラスメント パタハラ 育児（休業）に関連した不利益な取り扱い
モラル・ハラスメント モラハラ 精神的な被害を及ぼす嫌がらせ行為
アカデミック・ハラスメント アカハラ 教育や研究の場を介しての嫌がらせ行為。スクール・ハラスメントも類似。
アルコール・ハラスメント アルハラ 飲酒の強要や一気飲み、未成年者や飲めない人への飲酒の勧誘。
スモーク・ハラスメント スモハラ 受動喫煙による被害（煙害ハラスメント）
就活終われハラスメント 終わハラ 就活中の学生に対して内定を出した企業が、就活の継続を辞めさせる。
エイジ・ハラスメント 年齢差別による嫌がらせ。高齢者に対しては、シルバー・ハラスメントとも。
ソーシャルメディア・ハラスメント ソーハラ インターネットを通じた嫌がらせ行為。サイバ ・ーハラスメントとも。
モンスター・ペアレンツ 生徒の保護者による過大な要求や言いがかり。
行政対応暴力 行政機関の職員に対する不当な要求や高圧的対応。
乗客暴力 交通機関の職員に対する乗客の暴力的行為
ドクター・ハラスメント ドクハラ 医者など医療従事者の患者に対する不誠実な対応。患者からの行為は患者暴力。
エレクトロニック・ハラスメント 電磁波や高電圧による加害行為。
ヘイト・ハラスメント 民族や人種への差別。
おすそ分けハラスメント 近所付き合いの中での嫌がらせ。
「職場のハラスメント」参照
表２　ハラスメントの分類
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　ILO（国際労働機関）では 1998 年にハラスメン
トを，「不快な行動を伴いながら，個人や集団に
対する恨みのこもった，残忍な，悪意に満ちたあ
るいは侮蔑的な手段を用いて，他人の価値を貶め
ようとする。モラル・ハラスメントは，複数の人が，
次のような形態の心理的なハラスメントによっ
て，同僚を迫害しようと示し合わせた時の生じる
−その人に対して，常に否定的な評価をする，絶
えず批判する，接触を断って孤立させる，その人
についての虚偽の情報を流布したり，中傷したり
すること」と定義している 5）。しかし，日本で表
2 で示したような社会で使用されているハラスメ
ントは，全て被害者と加害者が明確に存在してい
るわけではない。つまり，現在日本でハラスメン
トとして言われているハラスメントに関しては，
被害者とされる人が，不快もしくは傷つけられた
と感じた行為をハラスメントとして声を挙げるこ
とができるようになったため，被害者と加害者が
明確ではなく，被害者と考えている人がこれまで
嫌だと感じてきた行為を “ ハラスメント ” として声
を上げているに過ぎないのではないだろうか。ま
た，細分化されたハラスメントは，ハラスメント
の理由や目的，ハラスメントの相手によって細か
く区別されているのみで包括的に広くハラスメン
ト行為を対象としていないことが指摘されている
6）。このようなハラスメントという言葉の広がり
は，加害者を増加させただけではなく，実際に自
分達がいじめられていると感じたり，辱めを受け
ていると感じたりした行為を “ ハラスメント ” と
して定義し，加害者を明確にすることができるよ
うになったことでこれまで行為に苦しめられてき
た人を救う言葉となっていると考えられる。しか
し，ハラスメントの広がりにより思いもよらない
行為によって弾劾される人がいることも事実であ
る。このような定義は慎重に扱われる必要がある
と考えられる。今回はいくつか挙げられているハ
ラスメントの中でも，セクシャル・ハラスメント，
パワー・ハラスメント，モラル・ハラスメントに
関して調査を進めていくこととした。理由は，そ
れぞれにある程度明確な定義づけがなされてお
り，事例を基に介護現場におけるハラスメントの
検討を行う事が出来ると考えたためである。そこ
でまず，現在日本で使用されているそれぞれのハ
ラスメントについて整理を行う。
　まず，パワー・ハラスメントであるが，2000 年
にクオレ・シー・キューブ株式会社代表　岡田康
子の造語から広がりを見せており，岡田はパワ ・ー
ハラスメントを「職権などのパワーを背景にして，
本来の業務の範疇を超えて継続的に人格と尊厳を
侵害する言動を行い，就業者の働く環境を悪化さ
せる，または雇用不安を与えること」と定義して
いる。この定義には，上司から部下に行われるも
のだけでなく，先輩・後輩間や同僚間，さらには
部下から上司に対して様々な優位性を背景にして
行われるものも含むとされている。そして，厚生
労働省は「職場のいじめ・嫌がらせ問題に関する
円卓会議　ワーキング・グループ」の中で，「同
じ職場で働くものに対して，職務上の地位や人間
関係などの職場内の優位性を背景に，業務の適正
な範囲を超えて，精神的・身体的苦痛を与える又
は職場環境を悪化させる行為」であると定めてい
る。同検討会では，パワー・ハラスメントについ
て 6 つの類型を報告しており「①暴行・障害等②
脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言③隔離・仲間
外れ・無視④職務上明らかに不要なことや遂行不
可能なことの強制，仕事の妨害⑤業務上の合理性
なく，能力や経験とかけ離れた程度の低い仕事を
命じられることや仕事を与えないこと⑥私的なこ
とに過度に立ち入ることと直接的に身体に影響を
及ぼすことから，仕事上の不利益を侵されること」
としている 7）。このようにパワー・ハラスメント
に関しては，上司から部下へ，同僚間部下から上
司等ある一定の関係のある人同士で，企業の中等
一定の組織の中で行われる行為として定義が定め
られている。
　セクシャル・ハラスメントに関しては，1992 年
の福岡セクシャル・ハラスメント事件の裁判事例
を発端にセクシャル・ハラスメントについて語ら
れることが増えてきたとされている。本事件は，
部下である女性の会社の上司が女性のプライバ
シーに言及し，交際関係に言及し，職場で仕事を
しにくい雰囲気を作っていった。女性は職場内で
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の評価を低下させられた結果退職に追い込まれ
た。女性は上司の言動は人権を侵害するセクシャ
ル・ハラスメントであるとして訴えた。裁判の結
果，上司は女性の名誉感情を害し，人格権を侵害
したとして賠償責任を負うと判断された。この事
例から，女性の人権が注目され，女性自身が声を
上げるきっかけが作られた。その流れに続き，
1997 年男女雇用機会均等法によって女性労働者に
対する性的な言動によって職場環境を悪化させる
行為をセクシャル・ハラスメントとして，使用主
の義務としてセクシャル・ハラスメントの防止が
義務付けられた。このセクシャル・ハラスメント
の法整備をきっかけに職場のいじめや嫌がらせの
問題がハラスメントとしてみなされるようにな
り，社会的に対応することが求められるように
なった。そして，この男女雇用機会均等法では，
セクシャル・ハラスメントの定義を「①職場にお
いて，労働者の意に反する性的な言動が行われ，
それを拒否するなどの対応により解雇，降格，減
給などの不利益を受けること②性的な言動が行わ
れることで職場の環境が不快なものとなったた
め，労働者の能力の発揮に悪影響が生じること」
として定められている。セクシャル・ハラスメン
トは，支配従属関係や上下関係にある人間関係で
生じやすく，力のあるものから力のないもの対す
るパワーの行使としての性質がある。また，性差
別・性別役割分担の意識，いわゆるジェンダーバ
イアスがハラスメントの背景になっていることが
明らかにされている 8）。
　そして，モラル・ハラスメントは，近年では夫
婦間のモラル・ハラスメントが注目されているが，
職場におけるモラル・ハラスメントは，「不当な
行為（身振り，言葉，態度，行動）を繰り返し，
あるいは計画的に行うことによって，ある人の尊
厳を傷つけ，心身に損害を与え，その人の雇用を
危険にさらすことである。また，そういったこと
を通じて職場全体の雰囲気を悪化させること」と
定義されている。このモラル・ハラスメントは，
一見したところでは，気づかないほど小さな攻撃
でも被害者の心身に破壊的な力を持っているもの
であるとされている 9, 10）。モラル・ハラスメント
の加害者は被害者に対して特有のコミュニケー
ション方法を用いることが指摘されている。この
コミュニケーションとは，相手と意思を通じ合わ
せるために用いるものではなく，相手を遠ざけ，
対話を拒否するために用いるコミュニケーション
方法で行われるのである。モラル・ハラスメント
では，コミュニケーションをとらないといった方
法を用いて相手を遠ざけるコミュニケーションを
取るのである。
 
ハラスメントが問題視される現場について
　様々なハラスメントの定義が挙げられている
が，実際にどのような現場でハラスメントが問題
となっているだろうか。
　2013 年北海道三笠市で市立病院の診察室で医師
が刺されて死亡した事件や，2017 年岐阜市の歯科
医師の処置室で男性院長が患者に刺殺された事件
等，本来守るべき存在である患者から殺害までさ
れるといった事態も起こっている。本来ハラスメ
ントとは，先にも述べたように，権力のあるもの
から権力のない弱者に向けて行われるものとして
考えられており，これまで被害に遭っていたのは，
病院の場合，医師などから患者や看護師が被害に
遭っており教育の現場の場合，教師から生徒や学
生，保護者が被害に遭っていたと考えらえられて
いた。しかし，先に述べたように時代は患者を患
者様呼び，利用者を利用者様として一歩引いた形
でケアを提供している状況であり，教育の現場で
は，保護者に対し，クレーマーとしての扱いをし
てしまうことでお互いに，対等な関係となること
がなく医師と患者，医師と看護師，介護職員と利
用者や利用者家族，教師と生徒，学生，保護者と
いった関係性が強者と弱者といった形で線引きさ
れるようになってしまった。
　ハラスメントは様々な場面において起こり得る
ものであると考えられるが，まず教育の現場にお
いて起こり得るハラスメントについてみていく。
教育現場では，モンスターペアレントを中心とし
て教師に対するハラスメント，また教師から生徒，
学生に対するセクシャル・ハラスメント，アカデ
ミックハラスメントが考えられる。学校に対する
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クレーマーであった保護者がいつの間にか度を越
し始め，モンスターと呼ばれ始め，モンスターペ
アレントと呼ばれるようになった。このクレー
マーは担任や校長，教頭等の個人を攻撃し，内容
は教師のプライベートなことから，教育内容まで
様々な誹謗中傷である。教師にとっては自分がど
こでどのように悪い噂を立てられているかわから
ない，どこかで流された噂を上司や同僚，担任し
ている生徒の保護者までも信じてしまうのではな
いかと恐怖を感じてしまう。こういった状況が続
き，疲れ切った教師は，バーンアウトや，うつ状
態になり休職せざるを得ない状況となってしま
う。このような状況になり，他の教師が対応し，
授業の進行が遅れクレームにつながるといった悪
循環が続く 11）。山脇はこの様に，サービスの提供
側と受け手との間でハラスメントといった精神
的，身体的に被害となり得る暴力や，従属関係と
いった上下ができてしまう原因をコミュニケー
ション不足が考えられると述べている 12）。こうし
て教育現場では，保護者によるパワー・ハラスメ
ントと言われかねない状況が続いていることが明
らかになっている。しかし，モンスターペアレン
トと呼ばれる親は，好きで教師をいじめているの
ではない。この親同士にも当てはまる。子どもが
起こした問題は親の育て方の問題とされ，いつし
か親同士も自分や自分の子どもが苦情を言われな
いように牽制しあうようになる。教師と同様，親
同士もいつ自分が苦情を言われる側になってしま
うのかという不安を抱えながら付き合っている。
だが，なぜ，その不安の矛先が学校の教育に向く
のだろうか。自分達がいつ苦情を言われるかわか
らない状況で，牽制しあっていた親はいずれ，加
害者，被害者が「自分の子どもだけがよければよ
い」，「当事者でなければよい」といった傍観者の
立場を保ち始める。そこで学校に対しての苦情を
押し付けるのである。そこには，具体的理由など
はなく，学校や保護者同士でのコミュニケーショ
ン不足からくるものであると述べられている 13）。
　そして，患者や医師といった様々なハラスメン
トに直面している看護の世界ではどのような現状
なのであろうか。はじめにで示したように，日本
看護協会は看護師に対する暴力の対策，予防のた
めに看護師が受ける暴力の発生メカニズムや看護
管理者及び看護者の責務，暴力に対するリスクマ
ネジメント，被害を受けた後の対応にまで言及し
ている 14）。先行研究では，患者や家族，職員から
暴力を受けたことがある看護職は 50.1％でそのう
ち身体的暴力が 70.4％，言葉の暴力が 58.6％，セ
クシャル・ハラスメント 37.9％という高い割合で
暴力を受けている報告もある 15）。これらの被害を
受けている人は，病院職員対象の調査においてで
は，看護職が 67.5％，検査技師 69.5％，事務職員
50％であり，患者の暴力が最も少ないのが医師の
34.6％であった。直接的にケアにあたる看護職や
検査技師が患者からの被害に遭いやすいことが分
かる 16）。このように，病院の場合では，看護師や
検査技師といった直接患者と関わる職種の人が被
害を受けやすい実態となっている。病院での被害
は，患者や患者家族，医師から受ける被害が報告
されており，ハラスメントの種類も暴力・暴言に
よるハラスメント，モラル・ハラスメント，パワ ・ー
ハラスメント，セクシャル・ハラスメントと多岐
にわたっていた 17）。このように，看護の世界では，
患者や医師，家族などから直接的に様々なハラス
メントを受けていることが分かる。
　そして，利用者と直接接する事が被害の要因と
して考えられる事が明らかになっているならば，
直接介護を通して利用者と接する介護職員に関し
てはどうだろうか。介護現場における介護職員は
職員間におけるいじめとして「陰口やうわさ」「返
事がない、または敵意を返される」といった個人
的なものから，仕事上のいじめとして，「必要な
情報を与えない人がいて仕事が困難になる」と
いった仕事上のいじめもみられる 18）。そして，ホー
ムヘルパーのセクシャル・ハラスメントとしては，
調査の対象となっている 152 名中 47.4％の職員が
直接セクシャル・ハラスメントを受けていると回
答している。更に，直接受けていない人の 55.7％
は同僚からセクシャル・ハラスメントの話を聞い
たことがあるとしている 19）。このように，ホーム
ヘルパーの約半数がセクシャル・ハラスメントを
経験している状況であり，その影響で精神的にも
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身体的にもショックや怒り，苦痛を感じている現
状にある。
６．考察
ハラスメントの定義
　ここまで述べてきたように，ハラスメントは介
護の現場のみならず，教育，一般企業，医療等様々
な現場において問題とされている現状である。そ
こで，最後に本研究では，介護現場での各ハラス
メントについての定義を行う。
　まず，パワー・ハラスメントは，先述の 2 点の
定義では，厚生労働省の定義として定められてい
る通り，「同じ職場で働くもの」といった一文か
ら駅構内での乗客の乗務員への態度や暴力，教師
が保護者などから受ける精神的苦痛，介護職員が
利用者家族から受ける精神的苦痛等に対応出来る
かといった疑問が残る。ここから，職場内での上
司や同僚，部下等から受けるハラスメントが定義
されていたが，実際には教育現場，福祉現場では，
利用者や，利用者家族，児童，児童の家族といっ
たサービスの需給者から暴力などのハラスメント
を受ける事がある。そこで，介護現場でのハラス
メントに関しては，施設内や訪問先での利用者，
利用者家族，職員間といった本来顧客として考え
られている人からのハラスメントも考えられるた
めそれを含む文言として，人間関係の優位性と
いった職場内にかかわらないと考えられる厚生労
働省の定義を参考として「職務上の地位や人間関
係の優位性を背景に，本来の業務の範疇を超えて
継続的に精神的・身体的苦痛を与える，または，
職場環境を悪化させる行為」と定義した。
　次にセクシャル・ハラスメントに関しても同様
に，職員間とは別に利用者や利用者家族から受け
るハラスメントを視野に入れ，「業務を遂行する
にあたって関係する全ての人から受ける行為で，
労働者の意に反する性的な言動が繰り返され，又，
職場環境が性的に不快なものとなることで業務の
遂行に悪影響が生じる事」と定義した。
　そしてモラル・ハラスメントの定義については，
マリー＝フランス・イルゴイエンヌの定義を参照
し，「言葉や態度，身振りや文書によって，働く
人間の人格や尊厳を傷つけたり，肉体的，精神的
に傷を負わせて，その人間が職場を辞めざるを得
ない状況に追い込んだり，職場環境の雰囲気を悪
くさせること」と定義づけた 20）。
７．今後の課題
　今回の先行研究調査により，介護現場における
パワ ・ーハラスメント，セクシャル・ハラスメント，
モラル・ハラスメントの定義を行うことができた。
今回の定義は先行研究の調査からのみの結果と
なったため，現状に即しているものとは言い難い。
そこで，後は，今回の定義を参照しながら現場で
の実態調査を行い，定義を更に現場に即したもの
となるように調査を進めていくこととする。
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